
(57)【要約】

　本発明は、高コントラストの光記憶ディスクを製造す

る方法に関する。当該方法は、いわゆる液体エンボス化

処理ステップを有し、この方法は、蛍光データ記憶ディ

スクの大量生産に適している。また本発明は、基板上の

蛍光色素を含む情報層を有する、高コントラストの光記

憶ディスクに関する。情報層は、ランドおよびピットの

構造を有し、ランドの厚さは、実質的にゼロであり、ピ

ットは、有限の厚さを有する。光記憶ディスクは、多層

化構造であっても良い。また本発明は、高コントラスト

の光蛍光記憶ディスクの製造に適した装置に関する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 光 情 報 層 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 板 上 に 、 蛍 光 色 素 を 含 む 溶 液 を ス ピ ン 塗 布 す る ス テ ッ プ と 、
　 構 造 化 層 を 形 成 す る た め 、 前 記 溶 液 お よ び 前 記 基 板 に 構 造 化 ス タ ン プ を 接 触 さ せ る ス テ
ッ プ と 、
　 前 記 構 造 化 層 を 固 化 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 構 造 化 層 お よ び 前 記 基 板 か ら 、 前 記 ス タ ン プ を 取 り 外 す ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 型 か ら 前 記 ス タ ン プ を 成 形 す る ス テ ッ プ を 有 し 、 前 記 型 は 、 微 細 構 造 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス タ ン プ は 、 ポ リ ジ メ ト キ シ シ ロ キ サ ン （ PDMS） を 含 む ゴ ム 性 の 材 料 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 前 記 溶 液 は 、 溶 媒 お よ び 高 分 子 を 含 み 、 前 記 固 化 さ せ る ス テ ッ プ は 、 前 記 ス タ ン
プ に 、 前 記 溶 媒 の 一 部 を 拡 散 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 3に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 型 は 、 マ ス タ ー シ ム と 、 該 マ ス タ ー シ ム か ら 得 ら れ る Niシ ム の い ず れ か 一 つ を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 接 触 さ せ る ス テ ッ プ は 、 前 記 ス タ ン プ の 底 部 か ら 、 該 底 部 の 一 部 が 前 記 担 体 と 接 触
す る よ う に 、 前 記 溶 液 を 押 し 出 す ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 溶 液 は 、 活 性 溶 媒 を 含 み 、 前 記 固 化 さ せ る ス テ ッ プ は 、 高 分 子 ネ ッ ト ワ ー ク に 、 前
記 活 性 溶 媒 の 一 部 を 硬 化 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 硬 化 さ せ る ス テ ッ プ は 、 前 記 溶 液 に UV線 を 照 射 す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 7に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 色 素 は 、 ク マ リ ン － 30を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 基 板 上 に 光 情 報 層 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 板 上 に 、 蛍 光 色 素 を 含 む 溶 液 を ス ピ ン 塗 布 す る ス テ ッ プ と 、
　 構 造 化 層 を 形 成 す る た め 、 前 記 溶 液 お よ び 前 記 基 板 に 構 造 化 ス タ ン プ を 接 触 さ せ る ス テ
ッ プ と 、
　 前 記 構 造 化 層 お よ び 前 記 基 板 か ら 、 前 記 ス タ ン プ を 取 り 外 す ス テ ッ プ と 、
　 前 記 構 造 化 層 を 固 化 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ス タ ン プ は 、 ポ リ ジ メ ト キ シ シ ロ キ サ ン （ PDMS） を 含 む ゴ ム 性 の 材 料 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 10に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 色 素 は 、 ク マ リ ン － 30を 含 み 、 前 記 溶 液 は 、 さ ら に 、
　 高 分 子 、 お よ び
　 溶 媒
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　 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 10に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 固 化 さ せ る ス テ ッ プ は 、 前 記 構 造 化 層 か ら 前 記 溶 媒 の 相 当 量 を 蒸 発 さ せ る こ と に よ
り 、 前 記 構 造 化 層 を 乾 燥 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 10に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 乾 燥 さ せ る ス テ ッ プ は 、 周 囲 の 温 度 を 上 昇 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 13に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ス ピ ン 塗 布 す る ス テ ッ プ 、 前 記 接 触 さ せ る ス テ ッ プ 、 お よ び 前 記 取 り 外 す ス テ ッ プ
に 最 適 な 粘 性 を 得 る た め 、 前 記 溶 液 中 の 高 分 子 濃 度 を 調 整 す る ス テ ッ プ と 、
　 熱 処 理 を 回 避 す る た め 、 最 大 の 効 率 が 得 ら れ る よ う に 、 前 記 溶 液 中 の 色 素 の 、 前 記 高 分
子 に 対 す る 濃 度 を 調 整 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 10に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 高 分 子 は 、 ポ リ ビ ニ ル ブ チ ラ ー ル （ PVB） と ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ PVA） の い ず れ
か 一 つ を 含 み 、
　 前 記 溶 媒 は 、 乳 酸 エ チ ル と エ タ ノ ー ル の い ず れ か 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 10
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 基 板 上 に 光 情 報 層 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 板 上 に 、 蛍 光 色 素 を 含 む 溶 液 を ス ピ ン 塗 布 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 溶 液 に 構 造 化 ス タ ン プ を 接 触 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 構 造 化 溶 液 が 形 成 さ れ る ま で 、 前 記 溶 液 上 に 前 記 ス タ ン プ を 保 持 す る ス テ ッ プ で あ っ て
、 前 記 構 造 化 溶 液 は 、 ラ ン ド お よ び ピ ッ ト を 有 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 構 造 化 溶 液 か ら 、 前 記 ス タ ン プ を 取 り 外 す ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ラ ン ド の 厚 さ が 実 質 的 に ゼ ロ に な る ま で 、 前 記 構 造 化 溶 液 を 、 該 構 造 化 溶 液 の 表 面
と 垂 直 な 方 向 に エ ッ チ ン グ す る ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 蛍 光 色 素 を 含 む 情 報 層 と 、
　 上 部 に 前 記 情 報 層 が 設 置 さ れ た 基 板 で あ っ て 、 前 記 情 報 層 は 、 ラ ン ド お よ び ピ ッ ト の 構
造 を 有 す る 、 基 板 と 、
　 を 有 す る 光 記 憶 デ ー タ デ ィ ス ク で あ っ て 、
　 前 記 ラ ン ド は 、 厚 さ が 実 質 的 に ゼ ロ で あ り 、
　 前 記 ピ ッ ト は 、 有 限 の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 光 記 憶 デ ー タ デ ィ ス ク 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 複 数 の 情 報 層 を 有 し 、 少 な く と も 一 つ の 情 報 層 は 、 再 生 専 用 メ モ リ を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 18に 記 載 の 光 記 憶 デ ー タ デ ィ ス ク 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 基 板 上 に 光 情 報 層 を 製 造 す る 装 置 で あ っ て 、
　 外 表 面 に 柔 ら か い ス タ ン プ が 取 り 付 け ら れ た 回 転 式 ド ラ ム と 、
　 孔 を 有 す る レ ク チ ル と 、
　 照 射 源 と 、
　 液 体 溶 液 を 有 す る 基 板 を 動 か す 手 段 で あ っ て 、 前 記 基 板 は 、 前 記 ス タ ン プ の 前 記 外 表 面
と 前 記 レ ク チ ル の 間 に 設 置 さ れ 、 前 記 基 板 は 、 前 記 ス タ ン プ の 前 記 外 表 面 に 近 づ く 方 向 に
、 前 記 ス タ ン プ の 前 記 外 表 面 の 速 度 に 近 い 速 度 で 動 か さ れ る 手 段 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 照 射 源 は 、 照 射 線 が 、 前 記 ド ラ ム に 向 か っ て 前 記 孔 を 通 過 し 、 前 記 溶 液 を 有 す る 前
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記 基 板 に 照 射 さ れ る よ う に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 蛍 光 情 報 担 体 を 製 造 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 蛍 光 情 報 担 体 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 蛍 光 情 報 担 体 を 製 造 す る 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 光 デ ー タ 記 憶 、 お よ び 光 デ ー タ 記 憶 デ ィ ス ク の 製 造 に 関 し 、 特 に デ ー タ
記 憶 媒 体 と し て 使 用 さ れ る 高 コ ン ト ラ ス ト の 多 層 化 蛍 光 デ ィ ス ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 光 記 録 の 分 野 で は 、 情 報 担 体 の 容 量 の 増 大 が 進 ん で い る 。 既 に 開 発 さ れ て い る デ ー タ 容
量 を 向 上 さ せ る 方 法 で は 、 情 報 担 体 内 の 複 数 の 情 報 層 が 使 用 さ れ る 。 例 え ば 、 DVD（ デ ジ
タ ル 多 用 途 デ ィ ス ク ） は 、 2つ の 情 報 層 を 有 す る 。 情 報 は 、 光 ビ ー ム に よ っ て 局 部 的 な 屈
折 率 の 変 化 を 利 用 し て 、 ま た は 表 面 浮 き 彫 り 構 造 の 有 無 を 利 用 し て 、 情 報 層 に 記 録 さ れ 、
情 報 層 か ら 読 み 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 情 報 担 体 の 層 数 を 増 や す た め 、 蛍 光 多 層 化 情 報 担 体 が 提 案 さ れ て い る 。 そ の よ う な 蛍 光
多 層 化 情 報 担 体 は 、 こ の 担 体 か ら 読 み 取 り を 行 う 光 デ ィ ス ク 装 置 と と も に 、 1999年 12月 28
日 に 特 許 さ れ た 米 国 特 許 第 6,009,065号 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 各 情 報 層 で は 、 情 報 は 、 一 連 の 蛍 光 お よ び 非 蛍 光 セ ル と し て 設 置 ま た は 記 録 さ れ 、 こ の
蛍 光 セ ル は 、 光 ビ ー ム と の 相 互 作 用 に よ っ て 蛍 光 放 射 線 を 発 生 す る こ と の 可 能 な 蛍 光 材 料
で 構 成 さ れ る 。 担 体 の 各 層 は 、 光 ビ ー ム の 波 長 お よ び 蛍 光 放 射 線 に 対 し て 透 明 な 空 間 層 に
よ っ て 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 光 ビ ー ム は 、 対 物 レ ン ズ に よ っ て 担 体 の 層 上 に 集 束 さ れ る 。 ア ド レ ス 化 層 の 蛍 光 セ ル が
光 ビ ー ム の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る と 、 蛍 光 信 号 が 生 じ る 。 こ の 蛍 光 信 号 は 、 い わ ゆ る ス ト
ー ク ス シ フ ト の た め 、 励 起 ビ ー ム の 波 長 と は 異 な る 波 長 を 有 す る 。 従 っ て 、 蛍 光 信 号 の 波
長 で の 非 ア ド レ ス 化 層 の 吸 収 は 、 比 較 的 小 さ く な る た め 、 蛍 光 信 号 と 非 ア ド レ ス 化 層 の 間
の 相 互 作 用 は 、 比 較 的 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 検 出 器 ユ ニ ッ ト が 蛍 光 信 号 を 検 出 す る 。 検 出 器 ユ ニ ッ ト は 、 非 ア ド レ ス 化 層 か ら
送 信 さ れ る 蛍 光 信 号 か ら 、 ア ド レ ス 化 層 か ら 送 信 さ れ る 蛍 光 信 号 を 分 離 す る 手 段 を 有 す る
。 例 え ば 、 非 ア ド レ ス 化 層 か ら 送 信 さ れ る 蛍 光 信 号 を 空 間 的 に 遮 断 す る た め 、 光 ダ イ オ ー
ド の 前 面 に 、 共 焦 点 の ピ ン ホ ー ル が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 蛍 光 デ ー タ 記 憶 法 で は 、 励 起 ビ ー ム と は イ ン コ ヒ ー レ ン ト で 波 長 が 異 な る 光 が 光 誘 起 放
射 さ れ る た め 、 こ の 方 法 は 、 多 層 化 媒 体 シ ス テ ム に 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 異
な る 層 か ら の 光 子 間 で 、 有 害 な 干 渉 効 果 は 生 じ な い 。 し か し な が ら 、 屈 折 ま た は 反 射 ビ ー
ム の 干 渉 の た め 、 位 相 格 子 シ ス テ ム の よ う な 、 「 1」 と 「 ゼ ロ 」 の 間 の 放 射 コ ン ト ラ ス ト
が 得 ら れ な く な る 。 こ れ は 、 放 射 光 の 強 度 の 差 異 の み で し か 得 ら れ な い 。 放 射 を 調 節 す る
2つ の 可 能 な 方 法 は 、 吸 光 度 と 放 射 の 空 間 変 調 で あ る 。 両 方 の 方 法 は 、 ビ ー ム 径 の 単 位 面
積 当 た り の 色 素 の 有 効 局 部 濃 度 を 高 め る こ と に よ っ て 可 能 と な る 。 こ の 有 効 局 部 濃 度 は 、
化 学 的 な 意 味 （ 単 位 体 積 当 た り の 分 子 ） も し く は 物 理 的 な 意 味 （ 分 子 当 た り の 吸 光 度 ） の
濃 度 と し て 、 ま た は 単 に 層 の 厚 さ を 変 え る こ と に よ っ て 、 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 後 者
の 場 合 、 分 子 配 向 （ 入 射 偏 光 ビ ー ム の 遷 移 モ ー メ ン ト ） の 変 化 に よ る 吸 光 度 の 変 化 が 提 案

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-511860 A 2007.5.10



さ れ る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 デ ー タ 層 を 形 成 す る 層 の 厚 さ は 、 （ i） ス ピ ン コ ー ト 法 で 蛍 光 層 が 設 置 さ れ た 基 板 の 構
造 化 に よ っ て 、 （ ii） エ ン ボ ス 法 に よ り 、 平 坦 基 板 に 設 置 後 の 蛍 光 層 の 構 造 化 に よ っ て 、
変 化 さ せ る こ と が で き る 。 前 者 の 方 法 （ i） は 、 図 1に 示 さ れ て い る 。 基 板 は 、 射 出 成 形 法
等 の 従 来 の 光 記 録 媒 体 （ ROM） と 同 様 の 方 法 に よ っ て 構 造 化 さ れ る 。 こ の 方 法 の 問 題 は 、
ス ピ ン コ ー ト 法 で 連 続 層 を 形 成 し た 場 合 、 乾 燥 後 の 層 の 厚 さ は 、 ゼ ロ に は な ら な い も の の
、 変 化 し て し ま う こ と で あ る 。 ピ ッ ト の 深 さ を 深 く し て 、 変 化 を 増 大 さ せ る こ と が で き る
が 、 そ の よ う な 構 造 の 複 製 処 理 プ ロ セ ス は 、 こ れ を 制 限 す る 。 第 2の 方 法 （ ii） は 、 図 2に
示 さ れ て い る が 、 こ の 場 合 も 同 様 の 問 題 に 直 面 す る 。 ラ ン ド 上 の 層 の 厚 さ に 対 す る ピ ッ ト
内 の 層 の 厚 さ の 比 は 、 ラ ン ド で の 層 の 厚 さ を ゼ ロ ま で 低 下 さ せ る こ と が で き な い た め 、 制
限 さ れ 、 ピ ッ ト 構 造 の ア ス ペ ク ト 比 は 、 複 製 処 理 プ ロ セ ス に よ っ て 制 限 さ れ る 。 図 1に は
、 情 報 担 体 デ ィ ス ク の 構 造 化 基 板 上 に 蛍 光 層 を 形 成 す る 場 合 の 、 従 来 の 処 理 ス テ ッ プ を 示
す 。 ス テ ッ プ 100に お い て 、 構 造 化 基 板 104上 に は 、 蛍 光 層 102が 設 置 さ れ る 。 基 板 104は 、
従 来 の 光 記 録 媒 体 （ 例 え ば ROM） と 同 様 の 射 出 成 形 技 術 を 用 い て 構 造 化 す る こ と が で き る
。 ス テ ッ プ 110で は 、 連 続 層 を 形 成 す る ス ピ ン コ ー ト の 後 、 乾 燥 層 108が 形 成 さ れ る 。 た だ
し 、 ラ ン ド は 、 ゼ ロ 以 外 の 厚 さ の 層 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 情 報 担 体 デ ィ ス ク の 未 構 造 化 基 板 上 に 、 構 造 化 蛍 光 層 を 製 作 す る 従 来 の 処 理 ス テ ッ プ は
、 図 2に 示 さ れ て い る 。 ス テ ッ プ 200で は 、 硬 質 ス タ ン プ 202を 用 い て 、 未 構 造 化 基 板 206上
に 、 蛍 光 層 204が 設 置 さ れ る 。 ス テ ッ プ 210で は 、 硬 質 ス タ ン プ 202が 設 置 さ れ 、 蛍 光 層 204
が 変 形 し 、 構 造 化 蛍 光 層 208が 形 成 さ れ る 。 ス テ ッ プ 220で は 、 硬 質 ス タ ン プ 202が 取 り 外
さ れ 、 必 要 に 応 じ て 硬 化 処 理 が 行 わ れ た 後 、 最 終 構 造 の 蛍 光 層 210が 形 成 さ れ る 。 ス タ ン
プ 202は 、 硬 質 で あ る た め 、 こ の 方 法 は 、 ラ ン ド の 厚 さ が ゼ ロ の 構 造 化 表 面 に は 、 使 用 す
る こ と が で き な い （ ま た は 、 ゼ ロ に 近 く な い 場 合 で あ っ て も 、 使 用 す る こ と が で き な い 場
合 が あ る ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ ま で に 、 ピ ッ ト と ラ ン ド の 間 で 高 い コ ン ト ラ ス ト を 示 す 蛍 光 デ ー タ 層 を 有 す る デ ィ
ス ク を 形 成 す る こ と は 、 難 し い こ と が 判 明 し て い る 。 変 調 を 改 良 す る た め の 本 質 的 な ス テ
ッ プ は 、 ラ ン ド （ ま た は ピ ッ ト ） で の 放 射 を 実 質 的 に ゼ ロ に 抑 制 す る こ と で あ る 。 さ ら に
、 光 ROM媒 体 の 場 合 、 処 理 時 間 の 短 縮 の た め 、 お よ び で き る 限 り コ ス ト を 抑 制 す る た め 、
処 理 プ ロ セ ス 中 に 、 単 一 の ス テ ッ プ で 全 て の 層 を 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 6,009,065号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 基 板 に 光 情 報 層 を 製 作 す る た め の 、 簡 単 に 実 施 す る こ と が 可 能 な 低 コ
ス ト 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と 、 お よ び そ の よ う な 処 理 方 法 を 実 施 す る こ と が 可 能 な 装 置 を
提 供 す る こ と で あ る 。 こ の よ う な 製 作 方 法 は 、 大 量 生 産 が 可 能 な 再 生 専 用 型 光 デ ィ ス ク （
ま た は こ の ハ イ ブ リ ッ ド デ ィ ス ク ） 等 の 光 記 憶 デ ィ ス ク に 特 に 適 し て い る 。 当 該 方 法 は 、
蛍 光 記 憶 デ ィ ス ク 用 の も の で あ り 、 こ れ ら の デ ィ ス ク は 、 多 層 化 構 造 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 課 題 は 、 基 板 上 の 蛍 光 色 素 を 含 む 情 報 層 を 有 す る 光 記 憶 デ ィ ス ク を 提 供 す
る こ と で あ る 。 情 報 層 は 、 ラ ン ド お よ び ピ ッ ト の 構 造 部 を 有 し 、 ラ ン ド で は 厚 さ が 実 質 的
に ゼ ロ で あ り 、 ピ ッ ト で は 有 限 の 厚 さ を 有 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 発 明 者 は 、 情 報 層 の 変 調 を 最 大 に す る た め 、 ラ ン ド （ ま た は ピ ッ ト ） 領 域 で の 層 厚 さ が
実 質 的 に ゼ ロ と な り 、 一 方 、 残 り の 領 域 で は 、 大 き な 信 号 を 得 る 上 で 必 要 な 厚 さ と な る よ
う に 、 蛍 光 媒 体 を 構 造 化 す る こ と を 提 案 す る 。 発 明 者 は 、 多 層 化 媒 体 に お い て 、 異 な る 層
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か ら の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 放 射 線 を 最 小 限 に 抑 制 す る た め に は 、 厚 さ が ゼ ロ の 連 続 （ ラ ン ド
） 領 域 お よ び 厚 さ が 最 大 の ピ ッ ト を 有 す る こ と が 必 要 で あ る と い う 、 大 き な 選 択 性 を 見 出
し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 あ る 実 施 例 で は 、 例 え ば 、 処 理 プ ロ セ ス （ i） お よ び （ ii） （ 前 述 の 記 載 と 、 そ れ ぞ れ
図 1お よ び 図 2を 参 照 ） に よ っ て 得 ら れ る 媒 体 を 用 い て 、 発 明 者 は 、 例 え ば 反 応 性 イ オ ン エ
ッ チ ン グ （ RIE） 装 置 に よ っ て 、 構 造 化 蛍 光 層 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 目 標 を 達
成 し た 。 そ の よ う な 処 理 で は 、 材 料 は 、 図 3に 示 す よ う に 、 イ オ ン 衝 突 に よ っ て 表 面 か ら
除 去 さ れ る 。 こ の 材 料 は 、 表 面 と 垂 直 な 方 向 に お い て 、 優 先 的 に 除 去 さ れ る 。 こ の 方 法 で
は 、 パ タ ー ン の 横 方 向 の 解 像 度 は 影 響 を 受 け な い 。 （ エ ッ チ ン グ プ ラ ズ マ 成 分 は 、 蛍 光 層
と 基 板 （ ま た は 基 板 と 蛍 光 層 の 間 に 設 置 さ れ る コ ー テ ィ ン グ 層 ） と の 間 で の エ ッ チ ン グ 速
度 の 差 異 が 大 き い も の か ら 選 定 さ れ る 。 こ の 方 法 で は 、 エ ッ チ ン グ は 、 実 質 的 に 界 面 で 停
止 さ れ る 。 ） こ の 方 法 の 潜 在 的 な 問 題 は 、 追 加 の エ ッ チ ン グ ス テ ッ プ が 必 要 と な る た め 、
媒 体 の コ ス ト が 上 昇 す る と と も に 、 蛍 光 色 素 が エ ッ チ ン グ 時 に 損 傷 す る 可 能 性 が あ る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 実 質 的 に 厚 さ を ゼ ロ と す る 好 適 な 方 法 に は 、 い わ ゆ る 液 体 エ ン ボ ス 化
処 理 が 含 ま れ る 。 こ の 処 理 で は 、 柔 ら か い ス タ ン プ を 用 い て 、 液 体 層 の 構 造 化 が 行 わ れ る
。 液 体 エ ン ボ ス 化 法 は 、 現 在 の と こ ろ 、 半 導 体 技 術 お よ び こ れ に 類 似 の 分 野 の み で 使 用 が
想 定 さ れ て い る （ 「 液 体 エ ン ボ ス 処 理 に よ る 微 細 構 造 装 置 の 製 作 」 、 国 際 公 開 第 WO012040
2-A1号 参 照 ） 。 発 明 者 は 、 高 コ ン ト ラ ス ト 蛍 光 デ ー タ 記 憶 媒 体 を 製 造 す る た め の 、 液 体 エ
ン ボ ス 化 法 の 適 用 方 法 を 示 し た 。 こ の 方 法 は 、 再 生 専 用 メ モ リ （ ROM） を 含 む 光 記 憶 媒 体
に 適 用 す る こ と が 特 に 有 意 で あ る 。 通 常 こ れ ら の 媒 体 は 、 大 量 生 産 さ れ る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の こ れ ら の お よ び 他 の 態 様 は 、 以 下 の 実 施 例 を 参 照 す る こ と で 、 明 ら か と な ろ う
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 一 例 を さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 面 に お い て 、 同 じ 参 照 符 号 は 、 同 じ 部 品 ま た は 実 質 的 に 同 じ 機 能 を 有 す る 部 品 を 表 す
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 3に は 、 本 発 明 に よ る 、 エ ン ボ ス 化 処 理 に よ っ て 平 坦 基 板 に 構 造 化 蛍 光 層 を 形 成 し た
後 、 エ ッ チ ン グ を 行 う ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 3の ス テ ッ プ 300で は 、 処 理 （ i） お よ び （ ii） （ そ れ ぞ れ 図 1お よ び 図 2参 照 ） に よ っ
て 得 ら れ た 媒 体 が 用 い ら れ る 。 ス テ ッ プ 300で は 、 例 え ば 反 応 性 イ オ ン エ ッ チ ン グ （ RIE）
装 置 に よ っ て 、 構 造 化 蛍 光 層 304が エ ッ チ ン グ さ れ る 。 こ の よ う な 処 理 で は 、 担 体 306上 に
設 置 さ れ て い る 層 304の 材 料 が 、 イ オ ン 衝 突 に よ り 表 面 か ら 除 去 さ れ る 。 こ の 材 料 は 、 表
面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 か ら 優 先 的 に 除 去 さ れ る 。 こ の 方 法 で は 、 パ タ ー ン の 横 方 向 の 解 像
度 は 、 影 響 を 受 け な い 。 エ ッ チ ン グ は 、 ピ ッ ト 部 の 蛍 光 層 304が 除 去 さ れ る ま で 続 け ら れ
る 。 エ ッ チ ン グ プ ラ ズ マ の 組 成 は 、 蛍 光 層 と 基 板 （ ま た は 、 基 板 と 蛍 光 層 の 間 に 設 置 さ れ
た コ ー テ ィ ン グ ） の 間 で エ ッ チ ン グ 速 度 の 差 異 が 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ る 。 こ の 方 法
で は 、 エ ッ チ ン グ は 、 担 体 306と の 界 面 で 実 質 的 に 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ 310に 示 す よ う に 、 エ ッ チ ン グ 後 に 、 完 全 に 構 造 化 さ れ た 蛍 光 層 308が 形 成 さ れ
る 。 ス テ ッ プ 310に 示 す よ う に 、 層 308の ラ ン ド は 、 十 分 な 厚 さ を 有 し 、 ピ ッ ト で の 厚 さ は
、 ゼ ロ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-511860 A 2007.5.10



　 本 発 明 の 実 施 例 に 対 応 し た 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る 処 理 ス テ ッ プ は 、 図 4aに 示
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ 410で は 、 例 え ば PDMS（ ポ リ ジ メ ト キ シ シ ロ キ サ ン ） の 柔 ら か い ス タ ン プ 400が
、 通 常 、 必 要 な 微 細 構 造 を 有 す る 型 402か ら 成 形 さ れ る 。 型 402は 、 Niシ ム で あ っ て も 良 く
、 型 は 、 構 造 部 深 さ が よ り 深 く な っ て い る こ と を 除 き 、 DVD基 板 の 射 出 成 型 に 利 用 さ れ る
既 存 の ス タ ン プ 技 術 を 用 い て 製 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ 420で は 、 ハ ン ド リ ン グ 性 を 容 易 に す る た め 、 ス タ ン プ 410が 固 体 基 板 403に 移
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ 425で は 、 乳 酸 エ チ ル ま た は エ タ ノ ー ル の よ う な 共 通 溶 媒 中 に 、 ク マ リ ン － 30
の よ う な 蛍 光 色 素 、 お よ び ポ リ ビ ニ ル ブ チ ラ ー ル （ PVB） も し く は ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル
（ PVA） の よ う な 高 分 子 を 含 む 溶 液 404が 、 基 板 406（ 通 常 、 光 学 基 板 ） に 塗 布 さ れ る 。 溶
液 404中 の 高 分 子 濃 度 は 、 以 降 の ス ピ ン 塗 布 処 理 お よ び エ ン ボ ス 化 処 理 ス テ ッ プ の 際 の 溶
液 粘 度 が 最 適 と な る よ う に 調 整 さ れ る 。 溶 液 404中 の 色 素 濃 度 は 、 最 大 効 率 で 高 分 子 が 得
ら れ る （ 熱 処 理 が 回 避 さ れ る ） よ う に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ 430は 、 溶 液 404を 必 要 な 厚 さ で （ 通 常 、 構 造 部 の 深 さ の 半 分 以 下 の 厚 さ と な る
よ う に ： 詳 細 な 理 由 は 以 下 参 照 ） 、 層 407に ス ピ ン 塗 布 処 理 す る ス テ ッ プ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ 440で は 、 層 407（ 通 常 、 液 体 層 ） に ス タ ン プ 400が 設 置 さ れ る 。 ス タ ン プ 400は
、 少 な く と も 、 ス タ ン プ 400の 下 側 に あ る 溶 液 404の 液 体 膜 が 押 し 出 さ れ て 、 溶 液 404の 構
造 化 層 408が 形 成 さ れ る ま で 、 基 板 406の 上 に 設 置 さ れ る 。 通 常 、 界 面 張 力 に よ っ て 、 溶 液
が 押 し 出 さ れ る 。 ス テ ッ プ 450で は 、 押 し 出 さ れ た 液 体 膜 材 料 は 、 ス タ ン プ に 存 在 す る 孔
部 409内 に 移 動 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 液 体 膜 材 料 が 移 動 し た 後 、 孔 部 409の 厚 さ d1は 、
構 造 化 層 408の 厚 さ d2よ り も 大 き く な っ て い る 必 要 が あ る 。 そ う で な け れ ば 、 層 407が 厚 く
な り す ぎ る か ら で あ る 。 一 方 、 層 407が 十 分 な 厚 さ を 有 さ な い 場 合 、 構 造 化 層 408は 、 十 分
な 厚 さ に は な ら な い 。 従 っ て 、 最 適 な 状 況 で は 、 層 407に お い て 、 厚 さ d2は 、 厚 さ d1と ほ
ぼ 同 様 の 厚 さ と な っ て い る 。 換 言 す れ ば 、 ス タ ン プ の 基 板 406と 接 す る 側 の 全 表 面 に 対 す
る ピ ッ ト の 表 面 （ 例 え ば 、 層 416の 四 角 状 の 上 部 表 面 ） は 、 層 407の 最 大 厚 さ を 決 め る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ 450で は 、 ス タ ン プ 400が 注 意 深 く 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ 460で は 、 構 造 化 層 408が 、 幾 分 高 い 温 度 で 乾 燥 さ れ 、 乾 燥 構 造 化 層 412が 形 成
さ れ る 。 こ の よ う な 処 理 ス テ ッ プ は 、 コ ス ト 抑 制 効 果 が 高 く 、 薄 膜 基 板 上 で の 処 理 ス テ ッ
プ と 適 合 性 が あ る 。 色 素 に は 、 熱 負 荷 が 生 じ な い 。 ス タ ン プ 400は 、 再 利 用 す る こ と が で
き る 。 し か し な が ら 、 溶 液 404に は 、 粘 性 が 低 い こ と が 要 求 さ れ る と い う 問 題 が あ る 。 低
い 粘 性 は 、 現 実 的 な 速 度 で 、 材 料 を ス タ ン プ 400の 下 側 に 移 動 さ せ る た め に 必 要 と な る 。
こ れ は 、 構 造 化 層 408の 乾 燥 時 に 溶 媒 が 蒸 発 す る 場 合 、 乾 燥 後 の 構 造 化 層 412の 厚 さ の 低 下
に つ な が る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 対 応 し た 、 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る 別 の 処 理 プ ロ セ ス は 、 図
4bに 示 さ れ て い る 。 ス テ ッ プ 410、 420、 425、 430お よ び 440は 、 図 4aに 示 し た も の と 実 質
的 に 同 等 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 好 適 実 施 例 で は 、 層 414内 の 溶 媒 に は 、 ス テ ッ プ 470に お い て 、 エ ン ボ ス 化 処 理 後 に 高 分
子 の ネ ッ ト ワ ー ク に 対 し て 硬 化 す る も の が 使 用 さ れ る （ 例 え ば 、 UV照 射 に よ っ て 、 重 合 化
反 応 が 開 始 さ れ る 、 ま た は 重 合 化 の 速 度 が 増 大 す る ） 。 硬 化 処 理 の ス テ ッ プ 470は 、 実 質
的 に 、 ス テ ッ プ 440で の ス タ ン プ 400の 設 置 と 同 時 に 実 施 さ れ 、 構 造 化 層 408が 形 成 さ れ て
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も 良 い こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 硬 化 処 理 に お い て 、 高 分 子 へ と 硬 化 す る 特 殊 （ 活 性 ）
な 溶 媒 を 用 い た 場 合 、 高 分 子 は 必 ず し も 必 要 で は な い （ 活 性 溶 媒 は 、 通 常 UV線 の 照 射 に よ
っ て 、 ラ ジ カ ル を 形 成 し 、 ラ ジ カ ル は 、 反 応 に よ っ て 高 分 子 を 形 成 す る ） 。 硬 化 処 理 は 、
1秒 以 内 で 実 施 し て も 良 い 。 通 常 、 硬 化 処 理 は 、 窒 素 ガ ス 雰 囲 気 の よ う な 低 酸 素 環 境 下 で
実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 乾 燥 処 理 は 、 ス タ ン プ 400に 層 414を 設 置 す る た め の 、 溶 媒 の 拡 散 処 理 を 含 ん で も 良 い 。
ス タ ン プ 400は 、 複 数 回 使 用 さ れ て も 良 い が 、 溶 媒 の 染 み 込 み が 飽 和 し な い よ う に 、 ま た
は 拡 散 処 理 速 度 が 低 下 し な い よ う に 注 意 す る 必 要 が あ る 。 乾 燥 処 理 は 、 例 え ば 、 層 414の
厚 さ 限 界 （ 例 え ば 、 通 常 、 1μ m未 満 の オ ー ダ ー ） の た め 、 溶 媒 の 量 が 限 ら れ る 場 合 は 、 極
め て 速 や か に 実 施 さ れ て も 良 い 。 こ れ と は 別 に 、 ま た は こ れ に 別 の 方 法 を 組 み 合 わ せ て 、
乾 燥 処 理 は 、 層 416が 形 成 さ れ て か ら 行 っ て も 良 い 。 乾 燥 処 理 は 、 例 え ば 周 囲 温 度 を 高 め
る こ と に よ り 加 速 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 あ る い は 、 ス テ ッ プ 470の 別 の 好 適 実 施 例 で は 、 層 414の あ る 成 分 の 化 学 反 応 に よ っ て 、
層 414を 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ 480で は 、 ス タ ン プ 400を 取 り 外 し た 後 、 基 板 406に 最 終 的 な 構 造 化 層 416が 形 成
、 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 4a、 4b、 5、 6お よ び 7で は 、 構 造 物 に は ス ケ ー ル が 示 さ れ て い な い こ と に 留 意 す る 必
要 が あ る 。 ま た 、 通 常 構 造 部 は 、 構 造 部 の 作 用 を 明 確 に す る た め 、 一 部 の み が 示 さ れ て い
る 。 さ ら に 、 示 さ れ て い る ス タ ン プ 、 例 え ば ス タ ン プ 400の 一 部 を 、 例 え ば 湾 曲 形 状 を 有
す る 、 よ り 大 き な 実 際 の ス タ ン プ の 一 部 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 湾 曲 ス タ ン プ
の 一 部 は 、 層 404、 407の 上 部 と し 、 湾 曲 ス タ ン プ の 別 の 一 部 は 、 構 造 化 層 408ま た は 414を
形 成 し 、 湾 曲 ス タ ン プ の さ ら に 別 の 一 部 は 、 412ま た は 416の 上 部 と し て も 良 い 。 図 5、 6お
よ び 7で は 、 こ の 詳 細 が さ ら に 明 確 と な ろ う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 5に は 、 本 発 明 に よ る 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る た め の 装 置 の 一 実 施 例 、 お よ
び デ ィ ス ク を 製 作 す る 段 階 ま た は ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 5に 示 す 装 置 は 、 回 転 ド ラ ム 520、 ド ラ ム 520の 外 表 面 に 設 置 さ れ た 柔 ら か い ス タ ン プ 5
00、 孔 550を 有 す る レ ク チ ル 530お よ び UV源 540を 有 す る 。 ま た 図 5に は 、 基 板 506、 新 規 形
成 構 造 化 層 512、 基 板 506上 に 設 置 さ れ た 溶 液 504お よ び 新 た に 形 成 さ れ る 構 造 部 508を 有 す
る 情 報 担 体 を 示 す 。 情 報 担 体 は 、 ド ラ ム 520お よ び ス タ ン プ 500の 回 転 に よ っ て 、 装 置 に 対
し て 相 対 的 に 移 動 す る 。 ス タ ン プ 500の 外 表 面 の 速 度 は 、 新 た に 構 造 部 508が 形 成 さ れ る 位
置 で の 情 報 担 体 の 速 度 と 実 質 的 に 等 し い 。 回 転 ド ラ ム 520の 速 度 は 、 ス タ ン プ 600が 構 造 部
608と 接 す る 時 間 を 決 め る 。 UV源 540は 、 孔 550お よ び 基 板 506を 通 過 す る UV線 で 、 新 た な 構
造 部 508を 照 射 す る 。 UV線 は 、 構 造 部 508で 重 合 化 反 応 を 生 じ さ せ 、 結 果 的 に 新 規 形 成 構 造
化 層 512が 構 成 さ れ る 。 通 常 層 512は 、 ピ ッ ト （ 512の 四 角 形 ） お よ び ラ ン ド （ 四 角 形 同 士
の 間 の 空 の 空 間 ） を 有 す る 。 UV線 は 、 光 開 始 剤 を 活 性 化 さ せ 、 溶 液 504中 の 溶 媒 の 重 合 化
反 応 が 始 ま る 。 こ の 反 応 は 、 新 た な 構 造 部 508に 進 展 す る 。 光 開 始 剤 は 、 UV線 で 露 光 さ れ
た 際 に 、 例 え ば ラ ジ カ ル に 分 解 し 、 こ の ラ ジ カ ル は 、 反 応 性 溶 媒 と 反 応 し て 、 高 分 子 を 形
成 す る 。 通 常 溶 液 504は 、 反 応 性 溶 媒 と 、 蛍 光 色 素 と を 含 ん で い る 。 図 5の 装 置 の 別 の 実 施
例 で は 、 孔 550は 、 層 512の 下 側 の 少 な く と も 一 部 に 設 置 さ れ 、 ス タ ン プ 500が 基 板 506か ら
取 り 外 さ れ る ま で 反 応 が 進 行 し 、 層 512が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 6に は 、 本 発 明 に よ る 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る た め の 装 置 の 別 の 実 施 例 、 お
よ び デ ィ ス ク を 製 造 す る 段 階 ま た は ス テ ッ プ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 図 6に 示 す 装 置 は 、 回 転 ド ラ ム 620、 お よ び ド ラ ム 620の 外 表 面 に 設 置 さ れ た 柔 ら か い ス
タ ン プ 600を 有 す る 。 ま た 図 6に は 、 基 板 606、 新 規 形 成 構 造 化 層 612、 基 板 606上 に 設 置 さ
れ た 溶 液 604、 お よ び 新 た に 形 成 さ れ る 構 造 部 608を 有 す る 情 報 担 体 も 示 さ れ て い る 。 情 報
担 体 は 、 ド ラ ム 620お よ び ス タ ン プ 600の 回 転 に よ っ て 、 装 置 に 相 対 的 に 移 動 す る 。 ス タ ン
プ 600の 外 表 面 の 速 度 は 、 新 た に 構 造 部 608が 形 成 さ れ る 位 置 で の 情 報 担 体 の 速 度 と 実 質 的
に 等 し い 。 通 常 溶 液 604は 、 溶 媒 、 蛍 光 色 素 お よ び 高 分 子 を 含 ん で い る 。 ス タ ン プ 600が 構
造 部 606に 接 し た と き 、 ま た は 実 質 的 に 構 造 部 606に 十 分 に 接 近 し た と き 、 柔 ら か い ス タ ン
プ 600が 情 報 担 体 上 を 移 動 す る 動 き に 合 わ せ て 、 溶 媒 は 、 実 質 的 に 柔 ら か い ス タ ン プ 600内
に 拡 散 す る 。 図 6に は 、 そ の 結 果 と し て 、 拡 散 し た 溶 媒 660が 示 さ れ て い る 。 結 果 的 に 、 構
造 部 608に は 、 新 規 形 成 構 造 化 層 612が 形 成 さ れ る 。 通 常 層 612は 、 ピ ッ ト （ 四 角 形 612） お
よ び ラ ン ド （ 四 角 形 同 士 の 間 の 空 の 空 間 ） を 有 す る 。 図 6の 装 置 の 別 の 実 施 例 で は 、 溶 媒
は 、 乾 燥 処 理 に よ っ て 新 規 形 成 構 造 化 層 612が 形 成 さ れ て か ら 、 溶 液 604か ら 除 去 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 柔 ら か い ス タ ン プ 600に 拡 散 し た 溶 媒 の 十 分 な 除 去 が 可 能 と な る が 、 こ れ ら
の 実 施 例 を 組 み 合 わ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 7に 示 す 装 置 は 、 い わ ゆ る 波 形 印 刷 装 置 で あ り 、 こ の 装 置 は 、 圧 力 印 加 基 板 770お よ び
柔 ら か い ス タ ン プ 700を 有 す る 。 ま た 図 7に は 、 基 板 706、 新 規 形 成 構 造 化 層 712、 基 板 706
上 に 設 置 さ れ た 溶 液 704、 お よ び 新 た に 形 成 さ れ る 構 造 部 708を 有 す る 情 報 担 体 も 示 さ れ て
い る 。 進 行 波 780は 、 装 置 お よ び 情 報 担 体 に 相 対 し て 移 動 す る 。 基 板 770は 、 ス タ ン プ 700
に 進 行 波 780を 発 生 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 。 波 780は 、 ス タ ン プ 700の 片 側 か ら 他 の 側
に 移 動 す る 。 こ の 処 理 プ ロ セ ス で は 、 ス タ ン プ 700は 、 溶 液 704お よ び 基 板 708と 接 触 し 、
こ れ に よ り 層 712が 形 成 さ れ る 。 波 780の 速 度 は 、 適 正 に 制 御 す る 必 要 が あ る 。 通 常 溶 液 70
4は 、 溶 媒 、 蛍 光 色 素 お よ び 高 分 子 を 含 ん で い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス タ ン プ 700が 基 板 70
6と 接 し た と き 、 ま た は 基 板 706に 十 分 に 近 接 し た と き 、 柔 ら か い ス タ ン プ 700が 情 報 担 体
上 を 移 動 す る 動 き に 合 わ せ て 、 溶 媒 が 、 実 質 的 に 、 柔 ら か い ス タ ン プ 700に 拡 散 す る 。 そ
の 結 果 、 構 造 部 708に は 、 新 規 形 成 構 造 化 層 712が 形 成 さ れ る 。 通 常 、 層 712は 、 ピ ッ ト （
四 角 形 712） お よ び ラ ン ド （ 四 角 形 同 士 の 間 の 空 の 空 間 ） を 有 す る 。 図 7の 装 置 の 別 の 実 施
例 で は 、 溶 媒 は 、 乾 燥 処 理 に よ っ て 新 規 形 成 構 造 化 層 712が 形 成 さ れ て か ら 、 溶 液 704か ら
除 去 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 柔 ら か い ス タ ン プ 700に 拡 散 し た 溶 媒 の 十 分 な 除 去 が 可 能 と な
る が 、 こ れ ら の 実 施 例 を 組 み 合 わ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 当 業 者 に は 、 前 述 の ス テ ッ プ の 試 行 に よ り 、 蛍 光 層 の 形 成 が 可 能 な 別 の 方 法 を 推 考 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 述 の 記 載 は 、 単 に 本 発 明 の 原 理 を 示 す も の で あ る 。 従 っ て 、 本 願 に 明 確 に 示 さ れ て い
な く て も 、 当 業 者 に は 、 本 発 明 の 原 理 を 具 体 化 し て 、 各 種 変 更 を 行 う こ と が 可 能 で あ る こ
と は 明 ら か で あ り 、 そ の よ う な も の が 本 発 明 の 思 想 お よ び 範 囲 内 に あ る こ と は 、 明 ら か で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 構 造 化 基 板 上 に 蛍 光 層 を 製 作 す る た め の 従 来 の 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 エ ン ボ ス 化 処 理 に よ っ て 、 平 坦 化 基 板 上 に 構 造 化 蛍 光 層 を 製 作 す る た め の 従 来 の
方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 、 エ ン ボ ス 化 処 理 に よ っ て 平 坦 基 板 上 に 構 造 化 蛍 光 層 を 製 作 し た 後
、 エ ッ チ ン グ を 行 う ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 本 発 明 に よ る 、 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 本 発 明 に よ る 、 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る 別 の ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 、 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る 装 置 、 お よ び デ ィ ス ク を 製 作 す
る 段 階 ま た は ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 、 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る 別 の 装 置 、 お よ び デ ィ ス ク を 製
作 す る 段 階 ま た は ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 、 蛍 光 情 報 担 体 デ ィ ス ク を 製 作 す る さ ら に 別 の 装 置 、 お よ び デ ィ ス
ク を 製 作 す る 段 階 ま た は ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(12) JP 2007-511860 A 2007.5.10



【 国 際 調 査 報 告 】
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